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小学校国語 結果の分析と指導のポイント

１ 出題のねらい

①当該学年の基礎的・基本的な知識・技能及びそれらを活用する力が身についているかをみるため、
「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」の３領域と〔伝統的な言語文化と国語の特質に
関する事項〕から出題した。

②「話すこと・聞くこと」では、学級会や討論会などの内容を題材に、話し手の立場や目的、意図を
明確に聞き取り、自分の意見を相手に伝わるように工夫しながら話す力をみることをねらいとした。

③「書くこと」では、本文や資料から必要な情報を読み取り、指定された字数や条件に合わせてまと
め、相手に伝わるように自分の考えを書く力をみることをねらいとした。

④「読むこと」では、叙述を基に登場人物の心情や情景を想像しながら読む力や、目的や意図に応じ
て文章の内容を的確に捉えて読む力をみることをねらいとした。

⑤〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕では、小学校学年別漢字配当表に示されている当
該学年１１月までに学習した漢字を正しく書いたり読んだりする力、慣用句や敬語等の言葉につい
て適切に活用する力等をみることをねらいとした。て適切に活用する力等をみることをねらいとした。

２ 調査結果の概要

● 漢字の読み書きや言語に関する内容等、基礎的・基本的な内容については概ね良好であるが、文章を
読み取り、記述する問題等に課題がみられる。

【第4学年】
□ 説明的な文章を読んで、目的や必要に応じて、文章の要点や細かい点に注意しながら読み、文章

などを引用したり要約したりすることについては、良好である。［第4学年4(3) 正答率81.3%］
■ 文学的な文章を音読する際の読み方と、なぜそのように読むか理由を説明することに、課題がみ

られる。［第4学年3(2) 正答率37.1%］

【第5学年】
□ 登場人物の相互関係や心情、場面についての描写をとらえることについては、概ね良好である。

［第5学年3(4)正答率73.6％］
■ 資料（グラフ）から読み取った数字を使って考えを書くことに、課題がみられる。

［第5学年5(2) 正答率28.0% 無解答率31.1%］

【第6学年】【第6学年】
□ 想像を豊かにしながら、登場人物の心情をとらえることについては、良好である。

［第6学年3(2)正答率80.8%］
■ 登場人物の相互関係や心情、場面についての描写をとらえ、自分の考えをまとめて書くことに、

課題がみられる。［第6学年3(3)正答率38.0% 無解答率13.8%］

-１-



平均正答率 (%)

県全体

70.5

53.9

64.0

56.0

60.0

71.0

64.0

56.0

60.0

71.0

67.8

67.8

60.0

問題
形式

選択式

短答式

記述式

書く能力

観点 読む能力

話す・聞く能力

言語についての知識・理解・技
能

基礎
活用

基礎

伝統的な言語文化と国語の特
質に関する事項

書くこと

話すこと・聞くこと

区分

活用

読むこと

分類

領域等

1.0 2.4 4.0 
6.2 

7.9 
10.8 

13.9 
17.5 

20.0 
16.4 

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

児
童
の
割
合

小学校第４学年 国語 正答率

県全体

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校国語 第４学年

平均正答率 (%)

県全体

54.0

47.3

50.1

40.9

48.6

62.8

50.1

40.9

48.6

62.8

58.9

55.4

39.7

分類 区分

基礎
活用 活用

基礎

問題
形式

選択式

短答式

記述式

領域等

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

言語についての知識・理解・技
能

観点

伝統的な言語文化と国語の特
質に関する事項

2.1 
5.7 

10.6 
13.8 15.0 14.9 13.5 

11.6 
8.1 

4.6 

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

児
童
の
割
合

小学校第５学年 国語 正答率

県全体

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校国語 第５学年

小学校国語 第６学年

平均正答率 (%)

県全体

68.4

61.7

68.8

57.3

51.4

81.2

68.8

57.3

51.4

81.2

71.7

71.0

52.1

分類 区分

基礎
活用 活用

基礎

問題
形式

選択式

短答式

記述式

領域等

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

言語についての知識・理解・技
能

観点

伝統的な言語文化と国語の特
質に関する事項

0.4 1.2 
3.3 

5.4 
8.5 

19.4 
16.4 16.8 16.0 

12.6 

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

児
童
の
割
合

小学校第６学年 国語 正答率

県全体

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校国語 第６学年

-2-



○第４学年 正答率の低い問題に見られる誤答例とその分析（基礎・基本問題）

３ 誤答例とその分析

主な誤答例 分析・考察、指導のポイント

●れい
●ふだ

★分析・考察
・ 十分に漢字を確認せずに判断して解答した。
・ 前後の文脈から読みを予想できていない。
・ 日常生活において、よく似た漢字「礼」や別の読み方「名

（１）
・ 日常生活において、よく似た漢字「礼」や別の読み方「名

札」を使用することが多い。
★指導のポイント

・ 日常的によく使われる漢字かどうか、間違いやすいよく似た
漢字があるかどうか等、留意しながら指導する必要がある。

（３）

●手
●頭
●指
●足
●目

★分析・考察
・ 誤答の多くは、体の部位を書いてはいるが、習った慣用句が

身についていない。
・ 解答後、どういう意味かを確認していない。

★指導のポイント
・ 日頃の生活で使わせてみる。
・ 慣用句を使うことで読み手に意味が効果的に伝わりやすくな

ることを理解させる。
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指導事例

【漢字の指導について】

○ 新出漢字について、低学年では、筆順や画数、字形等を丁寧に指導する。しかし、学年が進むにつ
れて、教科書本文を読む際に行うような、読み方主体の授業になっていることが多い。また、定着に
おいては、漢字ドリル等の宿題に任せ、児童の主体的な学習に頼っていることもある。

○ 確実に児童に漢字を身に付けさせるためには、教師が正しく漢字を使うとともに、児童に漢字の覚
え方を教えることが重要である。

○ 筆順には大きく３つの原則がある。これを押さえておくと、
筆順が頭に入りやすい。児童にこの原則を教えることで、
筆順を意識して漢字を書かせるようにしていく。

○ 一つの漢字で複数の読み方がある場合など、文脈から考えられるよう指導しておくことが望ましい。
また、常日頃から、辞書を使って調べられるように、辞書を手元に置いておく等の環境を作っておく
ことも必要である。

筆順の原則
原則① 上から下へ 三 元
原則② 左から右へ 川 人
原則③ 横から縦へ 大 水

【指導例】

１ 正しい筆順を教える。
(1) まずは指で書いて覚えさせる。
(2) 筆順やとめ、はね、はらいを正しく覚えさせる。
(3) 読み方と意味を教える。
(4) 空書きをさせて、児童が正しく書けているか確認する。
２ 覚えたら鉛筆を持たせて練習させる。 （濃く書かせることで、頭に入りやすくなる。）
３ 熟語で練習させる。
４ テストをする。間違えた漢字を練習させる。
５ 再テストをする。

正しい筆順で書くと
・書きやすい
・正確に書ける
・美しく書ける

【慣用句の指導について】

○ 中学年において慣用句を学ぶことで、言葉がさまざまなたとえになっていることを理解したり、同
じような意味を表す言葉があり、生活の中で使われたりしていることを認識する。慣用句を使うこと
で、表現したい場面や様子がさらに伝わりやすくなることに気づくことになる。習った慣用句を生か
して文章を作り発表するなど、親しみをもたせることが大切である。

○ 漢字や慣用句、ことわざ等は、新たに出てきたときに学習するだけでは十分身につかず、生活の中
で活用していくことができない。日頃の学習指導の中で、反復的螺旋的に指導していくことが必要でで活用していくことができない。日頃の学習指導の中で、反復的螺旋的に指導していくことが必要で
ある。

【指導例】

★慣用句のカルタ作り
① 慣用句集めをする
② 同じ意味の慣用句を分類する
③ 絵札、読み札を書く
④ カルタをする

★共通語句による慣用句を集めてみる
慣用句を学ぶ際には、共通の語句を使っていながら

も意味が違う場合がある。使われ方を理解させ、親しむ
ようにしたい。

「むね」
・むねがいたむ
・むねがおどる
・むねがいっぱいになる

「かお」
・かおがひろい
・かおからひがでる
・かおがうれる
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○第４学年 正答率の低い問題に見られる誤答例とその分析（活用問題）

主な誤答例 分析・考察、指導のポイント

① するどいつるぎのような････････････
頭をしています。

② カブトガニは、･････････････････････
珍しい動物です。

② このカブトガニは･･････････････････
生き続けてきた動物です。

★分析・考察
① 正答に近いが、一文を書き抜けていない。
② 図の動物を見て、その動物が主語となっている

一文を書き抜いた。
★指導のポイント

・ 一文の意味を確認し徹底する。
・「文中から抜き出す」場合は、一言一句漏らさず

書き抜くことを徹底する。発問し、児童が発言す
る場合も同様である。

・ 図から読み取った情報と、文が対応しているか
確認させる。
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【説明的な文章の指導について】

○ 教材の内容を理解するだけの読みではなく、どのような構造で書かれているかという観点で読み進め
ることで、「書くこと」につなげていけるようにする。

※ 実際に引用や要約をするに当たっては、文章の表現や情報だけに限らず、図表やグラフ、絵や写真な
ども含むことに留意しなくてはならない。

≪指導事項≫
第３学年及び第４学年 Ｃ読むこと（１）エ

「目的や必要に応じて、文章の要点や細
かい点に注意しながら読み、文章などを
引用したり要約したりすること。」

≪言語活動例≫
第３学年及び第４学年 Ｂ書くこと（２）ウ

「収集した資料を効果的に使い、説明す
る文章などを書く言語活動。」

指導事例

【指導例】

◇単元名 ： 「アップとルーズで伝える」 （光村図書『国語 四下 かがやき』）

◇単元目標 ： ○ 各段落が文章全体の中で果たしている役割を考えて読んだり、資料と文章との対応
部分について、説明の工夫に気づいたりすることができる。

○ 書こうとすることの中心を明確にして、写真と文章を対応させながら、段落相互の
関係に注意して文章を書くことができる。

◇本時の目標 : 本文を読み、文章と写真とを対応させて書くよさに気づくことができるようにする。

主な学習活動 発問・指示 指導のポイント

○ばらばらに提示した写
真を、文章の内容に合
わせて並び替える。

○文章と写真とがどのよ
うに対応しているかに

「ばらばらに並んでいる
４枚の写真を、段落の内
容に合うように並べ替え
なさい。」

「なぜそのような並べ方
にしましたか。本文を根

・写真を並び替えることで、書いてある文章
の構成をとらえることができる。

・写真を並べた順の根拠となる文にサイドラ
インを引かせたり、文が対応している写真うに対応しているかに

ついて話し合う。

○写真の題名を考える。

○文章と写真を対応させ
て書くことのよさをま
とめる。

にしましたか。本文を根
拠にして答えなさい。」

「写真にどのような題名
を付けたらいいでしょう
か。～の写真というふう
に書きなさい。」

「文章だけと比べると、
写真に対応させて文章を
書いているときのよさは
なんですか。一文で書き
なさい。」

インを引かせたり、文が対応している写真
の部分に○を付けさせたりすることで、そ
の効果について考えることができる。

・個人からペア、グループ、そして学級全体
へと話し合いを広げていく。

・題名を考えるために、文章からキーワード
となる言葉を探し出すことになる。厳選す
る中で、文章を論理的に読んでいくことが
できる。

・写真と文章を対応させて書くと、読み手は
より分かりやすくなるということをおさえ、
次の単元で、自分が書く文章にも写真を取
り入れてみようという意欲を喚起させる
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○第５学年 正答率の低い問題に見られる誤答例とその分析（基礎・基本問題）

多かった誤答の順 分析・考察、指導のポイント

２ 記事の中でもっとも伝えたい内容を ア
で示し、地域住民の考えを イ 、記者の

★分析・考察
・ ２と解答したが、イ には住民の考えは書かれていで示し、地域住民の考えを イ 、記者の

考えを ウ に書いている。

３ 記事の中で問題となった事がらを ア で
示し、それを解決するための具体的な方
法を イ と ウ に書いている。

４ 記事として取り上げた内容の中でもっと
も新しい事がらを ア で示し、イ から
ウ へとだんだん古い内容を書いている。

・ ２と解答したが、イ には住民の考えは書かれてい
ない。見出しをもっとも伝えたいことと解釈したと
思われる。

・ ３と解答したが、ア には問題となった事がらは書
かれていない。また、イ には解決するための具体
的な方法は書かれていない。

・ ４と解答したが、この記事は時系列で書かれていな
い。

★指導のポイント
見出しやリード文、本文などの新聞記事が持つ特徴

的な構成を理解し、目的に応じて要点を捉えたり、事
実と意見を読み分けたりすることができるような指導
が大切である。新聞記事を教材として取り上げて指導
することも必要である。
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【読むことの指導について】

高学年になると、調べるために資料を集めたり、同じ作者や課題について数多くの作品を読んだり
するなど読む目的も多様化する。また、調べる範囲も学校図書館から地域の公共図書館や資料館など
へと広がる。さらには、本を中心とした資料から新聞や雑誌、インターネットなど様々なメディアへ
と、その活用や情報収集の範囲も広がっていく。それに応じて、本や文章の読み方を広げていく必要
がある。 （小学校学習指導要領解説 国語編より抜粋）

≪指導事項≫
第５学年及び第６学年 Ｃ読むこと（１）イ
「目的に応じて、本や文章を比べて読むなど効果的な読み方を工夫すること。」

指導事例

新聞を読むときのポイント！→ 編集の仕方や記事の書き方に注意して読む
○ 編集の仕方 ： 活字や図、写真などの大きさや行数、配置などを決め、割り付けなどが行

われている。
○ 記事の書き方 ：「逆三角形の構成」になっている。つまり、結論を見出しで先に示し、

リードから本文へと次第に詳しく記述されている。また、事件や出来事
の報道記事だけでなく、社説・コラム・解説などの記事もある。報道記
事では、「いつ」「どこで」「だれが」「何をした」「なぜ」「どのよ事では、「いつ」「どこで」「だれが」「何をした」「なぜ」「どのよ
うに」が書かれている。

【本調査問題を使った指導例】

◇本時の目標 : 新聞を読んで、興味をもったこと、記事がどのような書き方になっているかについて、
気付いたことを交流することができる。

主な学習活動 指導のポイント

１ 新聞の報道記事を読み、
見出し・リード・本文に分
けて切り取り、ワークシー
トに貼る。（関心のある記
事など）

２ 見出し・リード・本文の
それぞれの内容を「出来

・ 記事を見出し、リード、本文に分けることで、それぞれの特徴を
理解させる。

［ワークシートの例］

記
事

見
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・
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・
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リ
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ド

本
文

イ

・
・
・

・
・
・
・
・
・

ウ①････

②････

③････

④････

それぞれの内容を「出来
事・事実」、「書き手の思
いや考え」に区別し、カー
ドに簡潔に書き出す。書い
たカードを順序よく模造紙
に貼る。

３ 「出来事・事実」と「書
き手の思いや考え」とを関
連付けながら、分かったこ
とを話し合う。

４ 新聞の報道記事の特徴の
一つである、逆三角形の構
成についてまとめる。

出
来
事
・
事
実
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き
手
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や
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座
川
町
で
、
ハ
ッ

チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
の
羽

化
始
ま
る
。

７
月
中
頃
ま
で
羽

化
が
続
き
、
ト
ン
ボ

は
９
月
ま
で
見
ら

れ
る
。

①
町
や
住
民
の
努

力②
絶
滅
危
惧
種
に

指
定

③
保
護
活
動
し
て

き
た
人
々
の
話

④･･････････････

問題の文章には、直接「意見や感想」を表す文は
ないが、「日本最小」「絶滅」「長年保護に携わる」な
どの表現から、ハッチョウトンボやまわりの自然を今
後も大事にしたいという考えを読み取ることができる。

報道記事は、「逆三角形の構成」になっていることが
分かった。それぞれを関係付けるとともに、写真や図
表などと文章を関連させながら読むと、内容がより理
解できると思った。
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○第５学年 正答率の低い問題に見られる誤答例とその分析（活用問題）

主な誤答例 分析・考察、指導のポイント

Ａ

① 武夫は、先ほどから・・・・・・。
② カモシカの逃げ場の岩だらけのが

け。
③ カモシカのとった行動について。
④ カモシカがおそわれている時は、

はげしく読む。
⑤ Ｂが書けていない。

★分析・考察
① 読み方ではなく、別の読む箇所を抜き出してい

る。
② 情景を説明している。
③ 何について読みたいかを書いている。
④ 問と違う箇所の読み方について述べている。

① りょう犬からにげることができた ★分析・考察

Ｂ

① りょう犬からにげることができた
安心感を表現したい。

② ゆっくり読んだらみんな聞きやす
い。

③ 二ひきのカモシカが岩だらけのが
けににげて、りょう犬たちがじり
じりと迫ってきているから。

④ 年をとったカモシカの場面で、表
現や気持ちを伝えたい。

★分析・考察
① 文の情景と一致していない。
② 情景を描写する読み方についての理由ではない。
③ 情景を説明している。
④ 指定された文の読み方を工夫する理由になって

いない。
★指導のポイント

・ 「読み方」の工夫として、音読練習の中で、声
の大きさ、質、速さ、強さ、間の取り方、抑揚
等を指導する必要がある。

・ テキストに書かれていなくても、予想される行
動や心情の変化などを、描写から客観的に推測
させることが重要である。このように読み取っ
た行動や心情、相互関係等を根拠として、読み
方を考えさせる指導が必要である。

・ まずは、正しく読み取らせる（読解させる）。
次に、読み取ったことを根拠に「読み方（音読
の仕方）」を考えさせる。最後に、「声の出し
方（音読）」に反映できるようにする。
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【読むことの指導について】

≪指導事項≫
第５学年及び第６学年 Ｃ読むこと（１）エ・ア

「登場人物の相互関係や心情、場面についての描写など、優れた叙述を味わいながら読み、自
分が感じた思いや考えが伝わるように朗読をすること。」

単元を貫く言語活動
「ぐっと心にひびいた場面を、朗読で表現しよう」

【学習のポイント】

① 朗読したい場面を見つけるために読む。
② なぜ、その場面が心に響くのか、理由を明らかにするために読む。
③ どう読めば、自分の感動が伝わるか考えながら朗読する。
④ 並行読書を第三次に生かすために・・・

・並行読書している本に、心に響いた理由を付箋で記入しておく。
・記入した付箋を活用し、朗読したい場面を決め、読み方を考える。

指導事例

【指導例】
◇単元名 ： 「大造じいさんとガン」 （光村図書『国語 五 銀河』）
◇単元目標 ： ○ 登場人物の相互関係や心情、場面についての描写、優れた叙述について読み深め、自

分なりの思いや考えをもつことができる。
○ 自分の思いや考えが伝わるように朗読することができる。

◇本時の目標 : 朗読したい場面を選び自分の思いや考えが伝わるように読み方の工夫を考えることが
できる。

○

朗
読
し
た
い
場
面

小
屋
の
中

の
群
れ
を

る
場
面

○

理
由

ガ
ン
を
何
と
し
て
で
も
し
と
め
た
い

と
い
う
大
造
じ
い
さ
ん
の

と
、
群
れ
を
待
つ
緊
張
感

感
じ
ら
れ
る
場
面
だ
か
ら

東
の
空
が･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

残
雪
は
、･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

来
ま
し
た
。

や
が
て
、･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
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･
･
･
･
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･
･
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･
･
･
･
･

待
ち
ま
し
た
。
そ
し
て

に
ぎ
り
し
め
ま
し
た
。

＜読み方＞
ゆっくり静かに、句読点で間を

取って読む。特に、「ぎゅっと」
を力強く読みたい。

＜理由＞
「ずっと残雪にやられっぱなし

［ 第 二 次 読 み 方 の 工 夫 ノ ー ト 例 ］

中
か
ら
残
雪

れ
を
待
ち
構
え

と
し
て
で
も
し
と
め
た
い

じ
い
さ
ん
の
強
い
思
い

緊
張
感
が
一
番

だ
か
ら
。

【読み方の工夫について】 （平成２２年度全国学力・学習状況調査【小学校】報告書から抜粋）

【音読と朗読の違い】

「読み方の工夫」については、読み取った登場人物の性格や心情、相互関係を「理由」として、声
の大きさ、声の質や速さ、間の取り方などの「声の出し方」に反映できるようにする。

･
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･
･
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そ
し
て･

･
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。「ずっと残雪にやられっぱなし
だったが、今度こそうまくいくは
ずだ。」と、今まで以上に残雪と
の戦いに胸をおどらせながらも、
群れをじっと待つ大造じいさんの
きんちょう感を表したいから。

音 読 で は 、 書 き 手 の 意 図 を 考 え 自 分 の
思 い や 考 え と 合 わ せ て 音 声 化 し て い く 必 要
が あ る 。

文 章 の 内 容 や 表 現 を よ く 理 解 し て 伝 え る
こ と に 重 点 が あ る 。

朗 読 は 、 児 童 一 人 一 人 が 自 分 な り に 解 釈
し た こ と や 、 感 心 や 感 動 し た こ と な ど を 、 文
章 全 体 に 対 す る 思 い や 考 え と し て ま と め 、
表 現 性 を 高 め て 伝 え る こ と に 重 点 が あ る 。
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○第６学年 正答率の低い問題に見られる誤答例とその分析（基礎・基本問題）

主な誤答例 分析・考察、指導のポイント

① カララがクルルと同じように覚悟して
くれていたから。

② カララは何も言わなかった。日に日に

★分析・考察
① 何を覚悟しているかが書けていない。
② 文を抜き出している。② カララは何も言わなかった。日に日に

寒さが増してくる。こいつ覚悟している。
③ 日に日に寒さが増してくるのにカララ

は何も言わずとなりにいてくれたから。
④ こいつ覚悟しているなと思ったとき、

クルルはカララを突き飛ばすように羽ば
たいた。

② 文を抜き出している。
③ ２つの言葉を使っていない。
④ 情景の説明をしている。

★指導のポイント
【文学的な文章の解釈】

文学的な文章における登場人物の相互関係や心情、
場面についての描写をとらえさせるためには、登場
人物それぞれの行動や会話、情景についての叙述に
着目し、人物相互の関係をとらえられるようにする
ことが重要である。そのためには、登場人物の関係
を整理し、物語の展開に即して、人物像や相互の関
係、役割を叙述をもとに読むことを指導する。
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【文学的な文章の指導について】

〇 登場人物の心情の変化が分かる部分をとらえさせる。

〇 会話文や地の文から登場人物の相互関係をとらえさせる。

〇 登場人物の会話や行動から、登場人物の考え方をとらえさせる。

〇 読み取ったことを生かしながら、自分の考えを文章にまとめさせる。

〇 友達と交流することで、自分の考えを広げたり深めたりさせる。

≪指導事項≫
第５学年及び第６学年 Ｃ読むこと エ

「登場人物の相互関係や心情、場面についての描写をとらえ、優れた叙述について自分の考えをまとめ
ること。」

指導事例

文学的な文章の指導（例）

◇単元名 ： 「カレーライス」（光村図書『国語 六 創造』）

◇単元目標 ： ○ 登場人物の相互関係や心情、場面についての描写をとらえ、自分の考えをまとめるこ
とができる。

○「カレーライス」を読んで考えたことを発表し合い、自分の考えを広げたり深めたり
することができる。

◇本時の目標 : ３日目の夕方の場面を読み、「ぼく」の心情の変化について考え、友達と話し合うこと
ができる。

１ 登場人物の心情の変化が分かる部分をとらえさせる。
単元末の手引きの「『お父さんウィーク』三日目の夕方、『ぼく』の気持ちには、どのような変

化があったのだろう。特にそれが分かる部分を見つけよう。」を取り上げる。

２ 会話文や地の文から登場人物の相互関係をとらえさせる。
初めから登場人物の「ぼく」はお父さんに怒っているが、終わりには、お父さんと仲良く特製カ

レーを食べている。怒っている「ぼく」の心情の変化を、初日「おしゃべりすることなく終わっ
た。」、二日日「言いたかったけど、言えなかった。」、三日目「言える言える、だいじょうぶだ
いじょうぶ、と自分を元気づけた。」等の表現からとらえさせる。

３ 登場人物の会話や行動から、登場人物の考え方をとらえさせる。
『お父さんウィーク』三日目の夕方、「ぼく」はお父さんと初めて会話をする。そして、「中辛」

のカレーをお父さんと一緒に作ることを押さえさせる。
４ 読み取ったことを生かしながら、自分の考えを文章にまとめさせる。

５ 友達と交流することで、自分の考えを広げたり深めたりさせる。
考えを交流することで、友達の考えと自分の考えを比較、検討させる。

［お父さんに対する「ぼく」の怒り］

１００
５０

初日 二日目 三日目

おしゃべりしない 言いたかったけど、
言えなかった。

言える言える
だいじょうぶだいじょうぶ
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○第６学年 正答率の低い問題に見られる誤答例とその分析（活用問題）

主な誤答例 分析・考察、指導のポイント

① 盛りつけが豪華と、調理員さんからの
メッセージが楽しみ。地元野菜を使って
いるそうです。

① ６年生の楽しい思い出になるように10
年前からはじめた。地元の農作物を使っ
ている。

① ６年生にアンケートを行い好きな献立
第１位になったもので、地元でとれた野
菜を使い・・・。

② ６年生たちがどんな給食にしたいかを
決めます。その給食を作るのは、学校の
調理員さんです。調理員さんも６年生へ
の思いを乗せて給食を作りたいと思う。

★分析・考察
① ３つのキーワード（始まった理由、６年生・調

理員から双方の取材から６年生が楽しみにしてい
ること）がすべて書かれていない。

② 取材メモの言葉を使わずに書いている。
★指導のポイント

【記述】
目的や意図に応じて、取材した内容をもとに文

章を書くためには、自分の考えが明確になるよう
に文章全体を構成できるようにすることが重要で
ある。そのためには、取材した内容を事実と感想、
意見に区別して自分の考えを構成させる。
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【書くことの指導について】

〇例文の内容を事実と感想、意見に区別し、構成をとらえさせる。

〇取材した内容を事実と感想、意見に区別し、例文を参考に読み手を意識しながら「はじめ・なか・
おわり」等、文章を構成させる。

〇構成をもとに、例文の表現の工夫を取り入れて下書きを記述させる。

〇下書きを推敲し、清書させる。

≪指導事項≫
第５学年及び第６学年 Ｂ書くこと（１）ウ

「事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書
いたりすること。」

【指導例】

指導事例

【指導例】

◇単元名 ： 「『平和』について考える」 （光村図書『国語 六 創造』）

◇単元目標 ： 〇 「平和」をめぐる自分の意見が説得力をもつように具体例や資料を集め、意見を
明確に伝えるために文章全体の構成の効果を考えることができる。

〇 意見文をもとに、話の構成を工夫しながら、場に応じた適切な言葉遣いで意見を
主張することができる。

◇本時の目標 ： 意見文の例を参考に、意見を述べるのに効果的な内容や構成を知り、意見文の書き
方を理解することができる。

１ 例文の内容を事実と感想、意見に区別し、構成をとらえさせる。
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２ 取材した内容を事実と感想、意見に区別し、例文を参考に読み手を意識しながら「はじめ・な
か・おわり」等、文章を構成させる。

３ 構成をもとに、例文の表現の工夫を取り入れて下書きを記述させる。

４ 下書きを推敲し、清書させる。

教科書には、〈意見を述べる文章の構成例〉が書かれている。
また、例文の 部は、具体例や引用など（事実）、それ以外は自分の考え(感想・意見)
が書かれている。文章の構成を理解させるためには、事実と感想・意見の区別、 の接
続語の働きや読者に呼びかける「～だろう（か）。」という表現の工夫等を学習させる。
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４ 授業改善の視点 丁寧にする・最後までする・小さな成功体験を積み重ねる

１ 基礎力を身に付けさせる

○ 小学校における学習の基礎は、作業を丁寧にすること、最後までやり遂げることである。学習意
欲は、「できた」「ほめられた」など、小さな成功体験の積み重ねがあってこそ高まるのである。

これらを実現するための効果的な方法の一つとして、ノート指導の充実が考えられる。縦横に罫
があり、字が整いやすいように基準線があるノートに、丁寧に作業をさせることが重要である。

○ スポーツで基礎体力がないと基本的な技ができないのと同じように、国語科においても基礎力
が必要である。例えば音読、漢字、名文暗唱、視写、辞書引き等々の学習を通して身に付く力で
ある。ただし、このような基礎力は一朝一夕に身に付くものではない。毎日少しの時間、継続的に
取り組ませることが重要である。国語の授業以外でも読書、日記等に継続的に取り組ませることも
効果的である。

○ 慣用句や敬語などの学習は、新出漢字と同様に一度学習しただけでは定着が難しい。そのた
め、多様な場面や状況における学習の積み重ねが必要である。

家庭学習、宿題だけに任せてしまうのではなく、国語の授業の中で「できた」「ほめられた」という、家庭学習、宿題だけに任せてしまうのではなく、国語の授業の中で「できた」「ほめられた」という、
児童にとって満足感が得られるような活動を、楽しくかつ飽きずにできるように工夫することが大切
である。

２ 発問や指示など、出された課題に的確に答える力を身に付けさせる

○ 授業に発問・指示があるように、到達度調査等の課題にも「問い」や「指示」が書かれている。教
師は、発問・指示を熟考し、その答えまたは、評価規準・基準を明確に持って授業に臨む必要が
ある。児童は、何を問われているのかを正確に把握し、的確に答えることが必要になる。

授業中の児童の発言をじっくりと聞いてみると、せっかく良い意見を言っているにもかかわらず、
考えを上手くまとめられていなかったり、余計な言葉が多くて正確に伝わらなかったりすることがよ
くある。「一文を抜き出しなさい。」「教材文にある言葉を使って３０字程度で書きなさい。」「〜と比
較しながら簡潔に説明しなさい。」など、答え方を限定することで、自分の考えを簡潔に表す力を
身に付けさせることが肝要である。

３ 児童の経験や感性だけに任せた授業ではなく、根処に基づき論理的に思考させる授業へ

○ 他の児童より経験が豊富で学力の高い児童だけが活躍するような授業をよく見かける。このよう
な授業を続けていると、学力差がさらに大きくなり、課題のある児童は、学習意欲を失くしてしまう
ことになりかねない。

改善のためには、授業では、「学び方」を教える必要がある。例えば、テキストから必要な情報の
取り出し方、獲得した情報の整理の仕方、さらには、比較して思考したり、推測したりする方法など、
実際に課題を解決する過程を通して教える必要がある。

○ 文学的な文章を使った心情の変化を捉える授業で、「主人公の気持ちがわかるところに線を引
きなさい。」「どのような気持ちですか。」のように進められる授業を見かける。このような授業では、
多くの児童は自らの経験や感性のみで答えを考え、論理的に思考することが不十分である。それ
ばかりではなく、誤読している児童も少なくない。たとえ根拠を示すように言っても、児童は何をど
う考えてよいのかわからず、結果として基礎的・基本的な知識技能の習得にはつながりにくい。

読解のための視点や文学用語を教えるなど、根拠を持って考えられるような授業をすることが大
切である。

〈授業改善に関する参考資料〉
・和歌山の教育 基礎・基本（http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/500200/h24/kyouikukisokihon.pdf）
・どの子も「わかる・できる」授業づくりのアイデア

（http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/500200/wakarudekiru/wakarudekiru.html）
・全国学力・学習状況調査リーフレット等
（http://www.wakayama-edc.big-u.jp/zenkoku/h21_kyosyokuin_leaf.pdf）
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